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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、1960 年代から 2010 年代までの、歴代の指導者、軍部、メディ
ア、 知識人、財界人などの意見を通して、タイ社会における多様な中国認識を追跡することで、その変遷をも
たらした要因と中国認識の特徴を明らかにし、対外政策の形成にどのように影響したのかを究明することであ
る。最後の段階において、本研究は対中認識だけではなく、英仏、日本、米国という大国をも視野に入れ、時代
を生きた人々の認識からボトムアップで外交史を描きなおすことにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to trace the diverse perceptions of China in 
Thai society from the 1960s to the 2010s through the opinions of political leaders, the military, 
the media, intellectuals, and the business sector. This study aims to identify the factors that led 
to these changes and the characteristics of these perceptions and to determine how they influenced 
foreign policy formation. This research will also determine how these perceptions of China have 
affected foreign policy formation. In the final stage, this study focused on perceptions of China 
and major powers like Great Britain, France, Japan, and the United States in different periods of 
time. The aim is to rewrite a bottom-up diplomatic history by spotlighting people who lived during a
 specific period.

研究分野： 東南アジア研究、タイ研究、歴史

キーワード： タイ外交史　対外認識　歴史認識　竹の外交
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研究成果の学術的意義や社会的意義
第１に、本研究の最後の成果は「風にしなう竹の外交」という従来のタイの外交言説において主流であり続けて
きた考え方を批判的に検討し、「小国意識」というレンズでタイ外交史を読み直すことで、新たな分析枠組みを
提示することである。第２に、タイ人の外交に対する意識構造を分析し、伝統的なタイ外交史が無視してきたア
クターの主体性に着目することから、東南アジア史、タイ史の深化を図り、歴史上の人物が果たした役割の再評
価が可能になる。外交史で無視ないし悪魔化されてきた主体の対外認識の論理に光を当てることで、「想像の共
同体」として捉えられがちな国民国家の「違ったあり方」やナショナリズムの重層性を提示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 1960 年代以降、タイ政府、軍部、メディア、知識人、財界人などがタイに有利な国際関係

を創出するために、それぞれの立場から「大国」中国との距離を模索してきた。中国は「脅

威」か「親戚」か、タイの中国認識と対中国外交は苦悩の連続であった。世界における中国

の影響力が急速に増大している現在、その苦悩は一層深まっている。米中日などの「大国」

との関係を処理するなかで、タイは「自主外交」を模索してきた。中国との地理的、歴史的

関係や大量の華僑の影響で、タイ中関係は特別な二国間関係にならざるを得なかった。この

ような二国関係のあり方を決定づけたのは、国際社会の変容やタイ国内情勢の変化のほか、

歴史的、文化的ファクターも重要である。しかし、歴史と文化の視角からのタイの対外認識

と政策に関する研究は極めて少なく、日本におけるタイ研究の盲点とも言える。本研究は

1960 年代から現在まで、「脅威」と「親戚」の間で揺れ動くタイの中国認識に注目し、対米

認識と対日認識と比較しつつ、歴史と文化のファクターを重要な位置に据え、タイ的「自主

外交」を明らかにしたい。 

本研究の核心をなす学術的「問い」は、中国の大国化が「脅威」と「機会」という二つの

対立する認識で捉えられているなか、タイが「自主外交」を成功させた歴史的、文化的要素

はなにか、そして、その「自主外交」を支えた対外認識（中国認識）はどのようなものだっ

たのだろうか。 

東南アジアの国々の間では、影響力を増大してきた中国に注目し、中国を「脅威」として

見なしている国が多い。その一方で、中国の経済大国化に対応し、中国と接近することによ

って成長の機会を掴もうという戦略を展開している国も存在する。インドシナ半島の中心

に位置し、ASEAN の重要な一員であるタイは、共産主義の脅威を強く意識した時代もあっ

たが、中国と国交樹立以来、友好関係を模索してきた。しかし、中国は大量の華僑を抱える

タイにとって「脅威」なのか、それとも「親戚」なのか、この問いかけは常にタイ社会を悩

ます問題であった。タイ人は東南アジアのなかでも中国と適切な距離を維持してきたと自

負している。このような「自主外交」を支えたタイの歴史とタイ人の価値観はどのようなも

のだったのか。また、タイと中国との間に領土問題が存在しないことや、多くの華人がタイ

で生活していることが、両国関係のプラス要因である。しかし、1950 年代に遡れば、共産

主義の中国は「悪魔」のような存在であった。1960 年代以降、中国イメージは転換し、中国

認識も多様化していった。時代とともに変化してきた中国認識が「自主外交」の展開にどの

ような影響を与えてきたのか。 

要するにタイの「自主外交」をもたらした歴史的文化的要素と、時代とともに変化した中

国認識を明らかにすることが本研究の目的である。 

 

２．研究の目的 



前述のように、本研究の目的は、タイが「自主外交」を成功させた歴史的、文化的要素と、

その「自主外交」を支えた対外認識（中国認識）を明らかにすることである。 

具体的な作業は、タイの歴史のなかで形成された人間、社会、国家間関係の特徴を「外交

文化」として究明し、タイの「外交文化」が対中国関係における「自主外交」にどのように

規定したのかを明らかにする。また、1960 年代から 2010 年までの、歴代の指導者、軍部、

メディア、知識人、財界人などの意見を通して、タイ社会における多様な中国認識を追跡し、

その変遷をもたらした要因と中国認識の特徴を明らかにし、対外政策の形成にどのように

影響したのかを究明する。 

 

３．研究の方法 

前述のように、本研究は近隣の大国・中国に対応するために展開した「自主外交」の成因

とその特徴を明らかにすることである。そのために、①歴史と宗教の角度からタイと中国の

人間、社会、国家間関係に対する理解を分析し、タイと中国の「外交文化」に一定のイメー

ジを提示する。②1960〜2010 年代までのタイ社会における中国認識の変化過程、③その変

化の要因と特徴を明らかにすることが目的である。この 3 つの問いに基づき、「時代の視点」

（時代の変遷にともなうタイの中国認識の推移）と、「比較の視点」（それぞれの時代に対応

するタイの日本、アメリカ認識と、ASEAN の一部の国の対中認識）を設定した。中国認識

に関する検討の対象として、対外政策と密接に関係している①指導者、②政府関係者、そ

して世論に影響を及ぼす③メディア、④知識人とする。 

研究手法は、公文書、政府機関の報道、新聞、雑誌、論文集などの文献資料のほか、世論

調査とインタビューに基づいた分析も行いたい。 

 

４．研究成果 

本研究の目的は、1960 年代から 2010 年代までの、歴代の指導者、軍部、メディア、 知識

人、財界人などの意見を通して、タイ社会における多様な中国認識を 追跡することで、その変

遷をもたらした要因と中国認識の特徴を明らかにし、対外政策の形成にどのように影響したの

かを究明することである。筆者は修士論文と博士論文の成果を活かしつつ、外交における認識

の役割を再検討し、過去 4 年間の研究成果を『タイ外交の論理―竹の外交を脱出して』(仮)と

いう単著にまとめ、出版の準備を進めた。この単著は博士論文の一部を活用し、博士論文の構

想から展開したものだが、その 4 割以上の内容は新たに執筆したものである。 

最終の研究成果は、単に中国認識を語るだけではなく、従来タイの外交を語るときに暗黙知

となっていた「風にしなう竹」という外交言説に反論しながら、タイの例外主義という前提か

ら脱却し、新たな「小国意識」という比較可能な視点でタイ外交史を読み直すことを試みた。

帝国主義時代に脅威として見なされた英仏、第二次世界大戦中に同盟を結んだ日本との関係を

歴史背景として議論に組み込んだ。そして戦後、軍事同盟を結んだ米国、多額の経済援助を与

えた日本、1980 年代にタイ領を侵略したベトナムに対する外交と対外認識も視野に入れ、時代



を生きた人々の認識からボトムアップで外交史を描きなおすことにした。タイの外交と対外認

識の変化と不変、意識構造のパターン、現在起きている現象と歴史から残った負の遺産との繋

がりを分析することにより、本研究成果の学術的価値はさらに高まると考えている。  
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